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附
川
知
刊
川
門
!
七
年
第
:
一
一
潟
市
ほ
脳
内
必
悌
術
会
段
、
ん

η
卜
川
門
川
内
同
制

撲
さ
札
九
九
一
一
ト
六
畏
ま
で
会
期
ト
コ
日
間
を
も
っ
て
開

か
れ

ov

一
定
し
た
。
こ
め
市
辺
倒
向
上
市
議
会
に
は
.
問
問
和
川
門
卜
七
年

波
山
尚
同
怜
子
市
一
級
会
時
川
被
告
泳
予
算
(
第
…
ザ
〉
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
な
ど
の
後
援
一
十
三
刊
を
従
議
い
と
し
ま

し
た
が
、
十
九
案
件
が
探
索
ど
お
り
可
決
成
立
し
、
二
案

件
げ
が
対
立
可
決
、
二
案
件
が
閉
会
山
中
町
継
続
審
蕊
と
を
り

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
あ
り
ま
し
に
つ
い
て
お
銭
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

我
孫
子
治
時
職
築
協
定
車
晴
樹
闘
の

納
骨
叫
に
つ
い
て
計
開
閉
滋
惜
可
決

線
級
級
品
部
内
側
然
六
十
九
条
約

制
班
点
犯
に
務
づ
語
、
ル
枕
併
情
的
問
的
係

機
金
保
殺
し
、
ふ
る
い
は
期
間
約

銭
的
総
揃
棋
を
惜
執
務
殿
場
織
す
る
た

め
必
察
と
認
め
る
一
定
的
低
減

に
つ
い
て
、

4
A
山地ザ昨ム制品刊棺干の

合
志
仁
よ
れ
マ
建
築
物
的
役
盗
、

構
造
、
同
市
途
等
仁
っ
き
.
土
地

所
有
者
等
が
内
円
主
的
川
に
基
準
を

協
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
允
め
.
災
孫
子
市
建
築

協
定
条
例
を
制
制
定
し
た
も
の
で

す
e醐

料
相
冊
子
市
消
防
関
m
阿
等
公
務

災
務
総
倹
晶
刑
制
問
の
一
部
改
統
計

開
閉
綴
湾
淡

総
ほ
の
校
会
緑
、
品
川
柳
川
執
す
に
か

ん
が
み
、
非
常
勤
消
防
関
M

同
等

が
そ
の
戦
宵
進
行
に
よ
り
災
惜
設

を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
鴻
掛
川

義
礎
績
の
引
上
げ
、
協
同
間
続
開
問

的
拡
大
、
臨
時
害
時
間
俄
お
よ
び
遺

際
情
聞
償
の
引
上
げ
を
行
を
い
、

公
務
災
害
補
償
の
充
実
を
滋
る

た
め
、
我
孫

F
市
消
幼
時
間
国
民
等

公
務
災
申
官
補
償
魚
例
の
一
一
梯
を

改
版
し
れ
~
も
の
で
す
。

糊
叫
孫
守
備
緑
地
お
よ
び
樹
木

の
係
官
け
に
削
附
す
る
幾
燃
の
桝
制
定

に
つ
い
て
H
絡
線
灘
後

鱗3関:;E例市機会本会絡

ゑ
波
な
る
人
口
数
料
胤
と
銭
常
的

化
的
進
行
に
よ
り
、
本
市
の
料
開

は
し
だ
い
に
失
わ
れ
て
い
〈
波

状
に
か
λ
が
み
、
そ
的
対
策
と

し
て
、
一
日
間
値
比
有
同
部
品
料
お
よ
び

樹
木
町
保
存
に
必
饗
な
続
出
説
的
問

な
る
比
拘
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

リ
、
地
域
の
美
銭
関
偶
致
を
措
楳
出
汁

増
巡
し
、
も
っ
て
市
民
が
抽
出
家

で
総
選
な
nu
常
念
品
他
を
営
め
る

よ
う
岡
崎
滋
め
緩
備
を
綴
る
た

め
に
役
懇
い
た
し
ま
し
た
が
、

開
会
や
内
綴
同
特
察
官
殺
と
金
号
ま

t
た。級

制
相
関
e
ヤ
セ
学
療
我
孫
子
お

一
総
会
齢
制
掛
期
総
予
維
持
〈
線
一

等
}
を
定
め
る
ニ
と
に
つ
い
て

計
間
出
臨
検
湾
決

人

r
胤
凶
め
油
開
亙
H
M

九
千
九
十
一
一
…

万
六
予
附
門
を
泌
総
し
‘
予
算
総

悩
間
同
同
地
偶
人
総
出
出
一
一
十
八
出
md
一一千

ト
u
N
付
加
悶
十
万
間
内
と
咋
ゆ
り
ま
す
。

地
腕
出
闘
で
は
、
中
市
議
船
同
議
総
数

代
、
畿
二
含
小
学
校
陥
閣
改
柑
婚
前
併

殺
‘
相
時
特
仙
台
機
小
学
校
制
哨
級
事

裁
が
主
で
す
が
、
総
務
繋
で

は
.
相
側
ゐ
化
交
品
同
庁
舎
の
老
朽
化

に
よ
号
線
電
等
め
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
溺
花
支
所
建
設
費

さ
ら
に
交
通
安
全
針
策
費
に
通

学
時
件
後
陣
師
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
新

設
工
事
等
一
千
万
円
を
措
申
寵
し

て
交
遜
安
全
同
月
策
合
鵡
問
国
閥
的
に

遂
め
と
い
主
怠
い
ま
す
。

ま
た
、
約
制
問
機
談
街
中
を
総
人

し
芝
、
総
統
制
品
紬
却
を
織
的
、
胤
同

州
杭
緩
め
向
上
を
附
悶
号
、
品
時
入
問

機
坤
刊
に
惨
め
る
つ
も
り

rナ
ω

本
年
前
恥
か
ら
綴
ル
此
仰
木
を
制
制

緩
し
、
附
明
日
の
市
民
的
挙
皆
と

発
療
を
念
ヒ
、
併
ぜ
て
本
市
内

緑
化
推
進
的
一
銭
と
し
た
い
と

忽
い
ま
す
。

民
生
賀
町
青
年
館
建
設
賛

同M
、
建
設
希
望
館
が
な
く
、
会

時
四
時
同
様
し
要
保
育
児
童
対
策
費

で
は
、
プ
レ
ハ
ブ
工
事
演
を
錯

覆
い
た
し
ま
し
た
n

端
閣
総
焚
で
は
‘
ご
み
投
棄
場

後
泳
関
山
山
土
を
鱗
入
す
る
た
め

開
問
資
一
一
十
万
附
を
検
縫
い
た
し

ま
し
た
。

地
隅
入
で
は
‘
係
閣
制
判
的
機
綴

を
附
閥
号
、
%
減
悩
瑚
机
札
機
紙
偽
問
機

金
、
回
開
期
間
一
前
州
問
問
終
的
討
が
九

十
一
万
九
千
問
的
減
税
を
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
特
別

交
付
金
を
始
的
特
定
財
源
は
そ

札
ぞ
れ
歳
出
に
対
応
し
て
日
計
上

し
て
あ
り
ま
す
e

緩
和
問
十
七
年
度
我
源
子
市

公
共
下
水
滋
特
別
会
計
檎
正
予

緩
(
第
…
且
と
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
仲
間
間
総
吋
可
決

内
総
統
で
は
、
符
路
泌
総

委
託
創
刊

μ
七
卜
附
閃
万
一
ぷ

F
問、

湖
北
然
水
路
掛
川
附
刊
骨
折
託
制
刊
に
J

…

十
万
一
千
円
、
下
水
滋
心
事
業
実

施
設
計
監
督
委
託
料
に
五
十
七

万
九
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
清
掃
知
相
し

て
お
リ
ま
す
。

間
唱
和
四
十
七
年
度
我
孫
子
市

上
水
道
事
縫
合
計
総
正
予
算

{
第
一
号
〉
を
定
め
る
ニ
と
に

つ
い
て
H
原
祭
可
決

水
縦
一
河
川
間
対
策
と
し
て
的
必

水
本
管
掛
川
悦
聞
に
療
す
る
は
時
組
問
…
:

ぽ
九
十
六
万
九
千
仰
を
効
域
紛
棚
関

紙
し
、
こ
れ
内
川
町
繍
捕
と
し
て
、

給
水
お
よ
び
一
郎
水
況
感
級
品
誠
会

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
給
水
区
域
内
円
未
払
知

水
地
区
へ
的
鈴
木
を
行
な
う
た

め
の
配
水
本
管
布
設
工
事
授
と

し
て
一
子
八
十
七
万
九
千
町
内
を

迫
加
補
速
し
、
こ
の
叫
間
活
相
ど
し

て
段
、
況
が
務
付
録
制
限
会
派
好

守
…
十
九
万
九
予
約
、
間
関
総
数
波

留
保
有
降
ふ
爆
五
百
五
ト

gm刊
を
充

て
て
お
り
ま
す
。

中
市
滋
問
時
悼
蹴
の
認
定
及
び
廃
止

に
つ
い
て
詩
液
袋
一
可
決

一
長
太
削
仲
間
出
拙
地
挑
悼
式
会
社
陣
地
一
行

に
よ
る
続
本
絡
先
丹
開
発
行
為

が
殺
す
し
ま
し
た
の
で
、
都
市

計
綴
沖
は
め
山
地
中
止
に
よ
り
括
判
た
に

判
以
後
さ
れ
た
泌
総
を
が
滋
に
川
叫

ん
ほ
す
る
と
と
も
に
‘
州
出
的
閉
め
路

線
を
終
止
し
た
も
の
で
す
防

由
市
噛
閣
総
帥
腕
の
鵠
仙
波
及
び
融
関
ふ

に
つ
い
て
詰
間
服
務
可
決

指
閥
抗
朝
時
糟
品
開
徐
式
会
社
総
行
に

よ
る
郁
朝
木
絡
先
的
附
開
発
行
為
が

完
了
し
ま
し
た
の
で
、
市
道
路

線
を
認
定
是
び
廃
止
し
た
も
の

で
す
。占

出
滋
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

お
屈
服
申
棉
可
決

五
時
措
伶
い
ず
れ
も
開
発
行
為

が
筏

f
し
ま
し
た
的
で
紙
滋
を

上
総
し
た
い
時
閉
山
中
山
捌
が
あ
り
ま

し
た
約

r、
判
叫
巾
恥
し
た
も
の

r

掛
蝿
岨
民
品
開
汲
び
線
液
製
約
に
つ

い
て
時
間
関
案
可
決

日
本
仲
間
宅
公
邸
が
線
筏
総
裁

と
し
て
建
設
す
る
湖
北
台
耳
目
小

湖
北
台
頭
・
・
"
に
校
旗
で
害
時
@

弘
会
主
主
主
氏
の
存
に
よ
り

瑚
尚
北
命
中
崎
市
'
校
に
納
税
叫
棋
が
叫
に

き
ま

i
た

こ
札
は
関
投

p
'
T
'
A
会

長
で
あ
る
お
終
成
江
田
き
λ

(
湖

北
会
=
一
丁
目
白
〉
内
寄
付
に
よ
る

一
一
す
万
閉
門
も
す
る
官
同
協
開
会
校
撲

で
す
む
開
閉
校
で
は
十
汚
一
号
の

制
開
立
三
回
例
年
記
念
呂
で
あ
る
仲
陣

痛
同
胞
恨
の
お
に
石
井
き
ん
に
感
謝

状
を
腕
端
祭
い
い
た
し
ま
す
。

司
印
紙
僻
略
的
意
臨
時
弘

2

つ
め
絞
め
畿
は
教
育
路

線
的
ぷ
制
的
臨
し
ぶ
ナ
カ
い
「
勤

労
い
者
殺
わ
す
。

制
問
枕
殺
し
ふ
に
附
開
校
し
た
の

で
伐
を
炎
わ
し
、
一
一
…
カ
に
伸
び

て
い
る
的
は
将
来
没
後
た
ち
が

寸
市
の
た
め
」
「
臼
本
の
た
め

L

ー
世
界
の
た
め
」
に
設
立
つ

人
間
に
な
る
こ
と
へ
の
緩
い
と

と
も
に
雄
飛
す
る
姿
を
表
わ
す
。

三
、
湖
北
に
つ
い
て
は
将
来
ま

で
地
名
が
残
る
↓
ふ
う
に
と
い
、
づ

綴
い
と
、
湖
北
中
よ
守
分
離
脱
し

て
発
足
、
問
開
校
し
た
の
で
問
問
ヒ

轡
体
を
用
い
た
。

州
中
帥
机
揃
哨
枇
椴
絞
殺
に
つ
い
て
、
日
行

本
総
収
崎
公
開
聞
東
川
訳
文
品
川
と
政
資

枇
聞
及
び
泌
憾
に
附
間
十
る
契
約
を

拙
柵
絡
し
よ
う
と
す
る
も
の
ぞ

す
aな

お
、
こ
の
地
築
校
合
は
持
拡

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
進
り
三
滞
緩

て
、
延
面
積
-
一
千
七
百
H

じ
ト
子

方
メ
ー
ト
ル
で
‘
こ
れ
が
縫
っ

受
け
代
金
限
度
税
は
一
建
一
一

7

iμ
七
ト
五
万
八

F
m門
主
持
H

円H

判
叶
は
議
筏
代
金
未
払
制
耐
に
伶
し

不
利
六
分
“
一
段
引
に
す
。

工
務
糊
同
然
契
約
の
酬
明
絡
に
つ

い
て
H
問
問
綴
一
時
決

本
不
出
札
時
松
川
副
丹
市
時
両
校
後
新

築
工
事
を
契
約
金
制
制
一
一
千
九
行

万
内
を
も
っ
て
株
式
会
社
拭
石
持

統
一
主
工
事
議
負
契
約
を
総
仕
判
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

工
事
錨
負
契
約
の
綴
緩
に
つ

い
て
H
原
案
可
決

判
州
北
ム
口
組
問
小
学
的
悦
治
協
市
仁
が

を
相
官
約
金
制
制
二
時
J

…
子
閥
均
h
H
.

ョ

ト
h
川
円
を
も
っ
て
本
泌
総
議
枕
悼

式
会
制
と
ぷ
事
情
州
災
判
明
約
を
け
補

給
し
よ
う
と
す
る
も
の

ヱ
務
総
梯
県
相
時
抗
料
品
W

繍
脚
伸
縮
に
つ

い
て
“
問
時
務
官
吋
淡

我
孫
子
第
一
一
小
学
校
数
緩
ヱ

事
を
契
約
金
銭
二
千
七
針
間
四
ト

万
円
を
も
っ
て
昨
悼
式
会
社
長
谷

出
川
工
務
宿
泊
と
ヱ
事
強
制
負
契
約
を

繍
綾
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

か

'o

工
務
柑
明
災
終
的
料
品
W

晴樹伸縮日いつ

い
て
ね
切
端
慨
然
消
吋
淡

総
淡
路
料
設
工
学
小
出
滋
尉
叩
ル
m
i

斉
取
締
閉
経
後
守
、
。
一
六
"
を

特
約
令
制
側
一

era-uuv々
川
口
を
も

っ
て
た
曲
以
建
設
時
悼
式
会
校
と
ヱ

学
級
災
契
約
を
締
結
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

782 

後
孫
子
議
公
護
条
例
防
止
の

制
制
定
に
つ
い
て
ほ
防
相
融
緩
審
査

市
川
氏
的
総
収
と
決
過
令
小
ぃ
吋
出

滅
後
を
帥
附
巾
討
す
る
公
収
け
を
き
び

し
〈
仰
向
d
し
そ
め
花
小
ぃ
州
内
合
除

必
十
み
た
的
、
山
間
山
間
的
か
っ
総

合
的
な
山
州
総
附
刷
会
。
般
市
城
し
、
も

P

ご
い
H
2に
〉
一
塁
ω
賞

t
t
t
h，aゐ

て

f
i
グ
長
。
8

・ce刃
i
h
f
d

生
〕
市
内
向

k
を
川
川
る
た
的
に
川
附

議
L
ま
し
た
が
、
閉
会
中
内
継

続
審
先
と
な
り
ま
し
た
。

我
孫
子
市
公
害
対
策
審
議
会

条
傍
由
紛
皮
に
つ
い

τリ
原
案

可
決公

山
丹
防
止
に
関
す
る
凋
先
議

ぷ
及
び
巾
A
昨
叫
に
つ
い
て
ぷ
日
比
的

中
し
ぷ
て
J
T
行
な
}
た
め
の
も

の
で
す
c

波
数
子
市
特
別
機
の
臨
帆
悶
悶
明
、

拙
仲
常
紛
の
も
の
の
級
制
酬
汲
び
焚

闘
用
品
汁
倹
仁
関
す
る
粂
削
閃
の
一
線

改
正
H
問
問
綴
可
決

公
市
計
対
策
窮
地
刷
会
設
援
に

w

h
帯
議
会
委
H
H
的
組
酬
を
判
例

市
止
し
た
も
の
で
す
。

T
J
長
咋
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
)



話謀者141年初Rl時 事進行(2 )開問問

ベト C'す がお
六 i滋 。害者十りか

あ 1議事11flまね
ぎ詰今かして
初 i 容らたか
の D' 主総{続ら
普賢務 次意高管検

めさ所約
!:れの脅
おま{議力関
りす瞥え
でロ料て

問
削
剥
刊
川
間
十
七
都
機
上
リ
町
一
二
分

的
…
…
減
綴

然父
料 f辛

芸
綴

-っ

て
li 
金
書耳

昭
和
総

内ν
機
感
|
十
が
滞
日
曜

か
ら
挙
制
開

こ
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た

m
y
帥
附
綴

l
l
M
r閣
地
層
当
初
か
ら

E高

子

が
、
階
層
的
内
訳
は
聡
酬
の
と
お

り
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
減
柑
関
さ

れ
る
該
当
者
は
次
の
と
お
れ
ソ
で

す。C
階
闘
帽

D
階
層

母
子
家
庭

…
が
え
十
七
各

一
百
九
十
問
問
名

十
名

F苦緩{王分 5迂 雪量

語ijl手?主ぅ?の11il¥ol.蒐のうち的防空予言語

c. 的みの言車総主主祭{舟rl号室i~~譲絞殺
空管}

C 草寺年度分丹市民税のうちの所得滋

譲税額が、5，0号号F号来i蕎て'ある1量楼

c， 諸君年度分町市民税のうちの所得滋

課税額が、5，00告F号以上である世帯

D. 
前年度分的所得税議!Ji.額が 3，000
F号未満である世帯

前年度分同所得税諜鋭舗が 3，000
D2-1 円以上30，000同未満である世帯

D2~2 D，-， 3，000-10，0∞未満

D2-3 D ，-， 10，000-20，00在来構

担ト仏000-30，00由来滋

D' 
前年度分的所得税課税額が30，000
同以上60，000円未満である世帯

D‘ 
前年度分的所得税課税額が60，000
円以上90，0∞円未満である世帯

D， 前年度分的所得税課税額が90，000
円以上である世帯

びあ

十
万
m
円
か
ら
-
一
五
五
十
万
m
門に

な
弓
ま
す
。

高
唱
齢
僻
柑
惜
捻
年
金
の
臨
時
求
法

怒
れ
ず
に

開
明
治
則
間
十
船
出
年
制
間
関
口
一
口
M
M
M

討
に
生
ま
れ
た
七
十
歳
以
上
Aw

b

指
骨
骨
骨
ワ
に
は
若
鮎
野
畑
陥
没
年
余

F

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
(
制
相

当
な
録
保
貯
が
あ
る
十
々
は
支
絡
さ

れ
を
い
場
合
が
為
り
ま
す
。
)

機
関
七
十
縫
い
ト
な
っ
て
も
戦
没
義

的
年
金
一
公
約
怒
会
〉
を
A
X怜
絡

し
て
い
る
た
め
、
蝋
搬
絞
第
一
念
M
砧

も
ら
え
な
い
と
い
う
棚
概
念
か
ら

淡
ポ
し
な
い
ガ
が
い
る
よ
う
で

す
が
、
淡
い
℃
ふ
雪
組
慨
に
合
っ
た
ら

滋
織
が
綴
〈
て
も
悶
闘
機
年
金
繰

へ
ど
制
鴨
脚
附
く
だ
語
い
.

絞
殺
に
必
嬰
な
も
の

一
戸
籍
抄
本
、
住
民
粟
踊
脚
本

各
一
遇
、
'
祁
鐙
、
普
通
用
品
給
、

普
通
談
品
別
制
材
、
公
務
扶
助
料
、

戦
淡
者
の
年
余
円
い
ず
れ
か

を
も
ら
勺
て
い
る
方
は
、
そ

的
経
設
を
ご
持
参
く
だ
苦
い
。

然
時
間
創
刊
告
滋
帥
閉
す
る
と

設
を
し
ま
す
。

機
災
都
中
金
問
掃
除
制
竹
川
同
一
一
年

仙
柄
拘
ぶ
れ
る
主

持
効
と
な
リ
、
仙
閉

め
ら
れ
な
く
な

り
受
給
絡
に
不

糊
鮒
分
を
品
格

れ
て
い
る
ち
は
、
ぶ
糊
期
分
〈
九

純
丹
仙
射
線
〉
ま
一
絡
に
淡
ぐ
納
納

付
し
て
く
だ
菩
い
a

蹴
部
臨
開
制
村
を
蛇
時
純
月
三
日
m
u
A
十

開
門
よ
け
い
い
い
絞
め
る
と
年
念

制
聞
が
ぶ
制
桝
酬
明
し
い
い
者
ヰ
ま
す
‘

出
申
し
込
み
は
年
余
柑
隙
ぷ
弘
山
絡

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

中
小
会
議
へ
貸
付
け

設
備
近
化
資
金

昭
和
凶
十
七
年
度
中
小
企
業

設
備
近
代
化
交
令
資
付
第
二
次
募

集
合
次
的
・
ど
お
り
行
な
い
ま
す
。

甲
申
L
涼
み
受
け
付
け
期
間

文
化
祭
作
品
募
集

皆
菩
ん
の
日
績
の
作
品
を
ぜ

ひ
お
好
せ
〈
だ
さ
い
。

申
込
山
制
限
一
十
月
二
十
閥
日

申
込
先

V
絵
…
側
綬
向
車
京
湖

娘
一
一
戸
新
随
一
コ
…
六

(
栂
貼
議
〉
八
一
一
1
川
間
三
川
問
。

ザ
滋
滋
二
階
堂
思
議

栄
ニ
州
問
一
…
ぉ

〈
滋
絡
〉
八
…
一
I
l
………占一一関

ネ
川
w
は
淡
地
慌
の
こ
と

軍
務
滋
山
制
官
向
拙
附
阿
川

本
軒
町
一
…
|
州
問

〈斜地紙附)八一…

l
…
大
凶

V
議
官
山
崎
附
川
川
後
一
…
一
九

本
町
一

W
T
介
氏

や
脇
町
一
一
ぷ
間
関
一
.

〈榊枇料納)・八八

i
一…ハ〉ムハ州問

V
綾
磯
村
総
阪
一
ω

…

内向山同…

i
七

1
十コ…

〈榊札制帥}八一一

433385550九
州
問
一

軍
必
ず
銭
外
応
酬
判
明
ナ

務
総
…

i
九
j
十

〈嚇臨純絹)八一…

i
一
一
九
二

V
写
奨
鈴
木
俊
綴

品
料
世
知
子
一
一
七
三

十
月
一
日
か
ら
冊
一
十
B
ま
で

曹
申
し
込
み
濁
諸
問
中
市
役
所
民
間

済
銀
奥
祖
師

曹
ゑ
な
貸
付
条
件

①
食
品
川
務
総
綴
燃
と
し
て

γ

壮
年
償
滋
(
欄
摺
澄
二
千
を
含

む
)

凸
切
貸
付
制
捌
畿
地
問
資
金
的
一
一

分
的
一
M
M
内
で
十
万
円
以
上

誕
百
万
m
門
以
下
で
然
純
子

V
貸
付
対
象
機
緩
お
よ
び
綾
織

句
机
眠
僚
出
恥
代
化
資
金
的
手
引

き
に
市
役
所
に
み
り
ま
す
)

に
絡
げ
る
象
稔
お
よ
び
件
削
機

そ
の
他
斜
線
に
つ
い
て
は
市

役
所
総
決
桜
撚
滋
へ
お
問
い

分
校
〈
だ
普
い
a

市
民
体
嚇
問
中
〈
余

市
胤
肉
体
湖
悶
火
金
各
醐
開
校
火
会

を
つ
智
仰
と
お
リ
行
な
い
ま
す

的
で
織
っ
て
ご
お
加
下
ω
沿
い
e

wv
品
物
初
出
別
総
二
巾
曲
川
に
校
総
・

絞
殺
・
・
校
胤
則
的
も
的
。
〈
ぃ
勝
山
格

者
協
附
争
仲
州
滋
)

。
哨
明
品
凡
テ
品
ス
火
会

V
日
時
吋
一
十
月
十
日
八
時
三
十

分
〈
制
附
国
大
め
と
器
十
五
日
)

V
粉
飾
リ
湖
北
品
問
中
火
公
開
聞

V
綴
同
同
一
ダ
ブ
ル
ス
捌
月
・
女

V
申
込
み
一
十
月
八
日
滋
に
湖

北
合
七
1
六
六
1
ニ一

O
凶

怨
八
八

if胤
九
ω

…一

村
山
中
仁
三
郎
内
問

@
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

V
日
時
吋
日
十
月
十
日
九
時

wv
場
所
一
二
滋
堂
骨
肉
校
体
育
館 保安斎で元気iニ遊ぶ子供たち

中
学
卒
業
認
定
試
験

昭
和
問
問
十
七
年
度
就
学
義
務

猶
予
免
除
開
考
的
中
学
卒
業
認
定

試
験
を
次
の
ど
お
り
行
な
い
ま

す。試
験
の
量
約

こ
の
認
定
試
験
は
昌
明
様
、
曲
掘

現
制
、
発
鳴
門
不
完
全
そ
の
抽
出
や
む

を
得
な
い
世
帯
織
の
た
め
に
義
務

教
脊
詩
学
校
に
総
学
す
る
こ
と

が
で
き
ず
毅
学
を
滋
子
ま
た
は

免
臨
時
さ
れ
た
考
世
帯
に
叫
刊
し
・
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
カ
が
あ
る
か

ど
う
か
一
認
定
す
る
た
め
に
箆
が

行
な
、
っ
談
終
で
‘
制
時
出
品
柑
除
機
に

合
格
し
た
品
告
は
高
等
学
校
の
入

然
変
務
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

時慌時制緩柑惜

際
線
開
時
十
八
年
三
将
月
三
十
」

話
ま
で
に
貼
間
十
必
然
以
上
に
な

る
お時帆験抗何回同

開
閥
組
師
、
統
合
、
数
学
、
緩

科
、
外
間
関
紙
糊

絞
殺
総
腕
時

判
明
級
制
間
十
七
匁
十
…
同
月
一
ぷ
十

日制

胤
肉
付
線
開

級
制
刊
約
十
化
不
十
月
十
…
…
一
昨
日

ま
で
品
開
樹
持
議
総
会
伯
、
受
付
け
ま

ふ
a
'
A
V

世V
級
料
闘
い
叩
持
女
、
出
明
後

幽

V

取
込
み
い
十
月
六
日
山
地

終
孫
子
一
線
…
一
七
ー
一

鈴
八
二
!
八
九
m
M
六

務
酬
明
武
自
問

@
品
伊
け
品
伊
け
晴
雄
品
開

V
日
時
一
十
月
十
五
日
十
時

V
議
会
一
叩
判
明
叩
?
?
際
機
門
M

世V

コ
ー
ス
一
木
下
獄
|
木
下
関
川

勝

i
小
林
牧
場

l
小
伯
仲
釈

V
迩
絡
先
日
湖
北
合
七
ー
一
五

ー
が
コ
一
銭
八
八

i
五
五
六

八
有
資
修
南
町
鬼

甲
持
参
一
弁
弱
、
水
筒
‘
一
間
呉

小
間
決
行

。
軟
式
庭
球
大
会
と
剣
道
大
会

は
曲
問
号
掲
載

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
に
異
動
が
生
じ
た
ら

市
役
所
へ
十
回
目
以
内
に
届
け
出
を

金 Ij} f董 長室 事実 芸会

都 膏 £手 務 1 0丹16詩 1吾丹 25野

中静上青年錆 1 0111 6詰 1011258 

中央公民総 lO!l178 1告1'126詩

天王台区画鐙淫事務局骨量事 I脅耳 18 El 10月26詩

福詮 セン タ 10耳J9詰

101127話
福桂 センター 1 0耳20詩

福栓セン タ 1 0丹21詩 101'12事詩

詩書北古車集会 7寺 1容持 238
10丹30詩

湾北告宣言集会所 1 0耳23昌

滋 i乙吉キ央集会英語 1 0耳23!l i鵠，t台中手奇襲金五号

用
自
民
健
康
保
践
に
お
い
て
世

帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
で
被
保

没
者
的
資
格
に
異
動
が
あ
っ
た

と
き
、
つ
ま
り
次
め
よ
う
な
と

き
は
必
ず
十
波
宮
以
内
に
属
け

お
を
し
て
く
だ
さ
い
。

軍
総
湯
舟
一
健
康
保
険
へ
入
っ
た

と
き
‘
や
め
た
と
き

軍
総
市
町
村
へ
転
出
向
し
た
と
き
、

転
入
し
た
と
き

甲
子
品
闘
が
生
ま
れ
た
と
き

冒
す
だ
れ
か
が
凶
叫
ん
だ
と
き

附
掛
け
あ
が
遮
れ
る
と

た
と
え
ば
双
月
に
会
校
舎
や

め
、
術
後
続
へ
開
明
け
織
を
な
っ

て
ト
同
月
に
総
人
的
手
州
統
き
を
し

た
よ
う
な
場
合
、
内
沼
紛
に
な
っ

て
い
る
が
ヵ
バ
糊
閥
的
問
問
険
制
慨
を

後
か
ら
支
紛
糾
わ
を
く
て
は
な
ら

第

期

種

然
一
棚
綿
織
附
慨
を
市
内
内
総
務
明
、

行
な
い
ま
す
の
ぞ
、
お
お
お
か

げ
る
品
倒
的
体
制
械
を
滅
的
地
し
、
す

で
に
滋
糾
問
し
て
あ
り
ま
す
間
続

擦
に
総
人
し
て
も
よ
時
再
会
場

明
、
お
受
け
〈
だ
幸
い
事

要望事量院

な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま

か

'o図
民
健
康
保
険
的
被
保
険
者

と
し
て
的
資
格
が
発
生
す
る
の

は
、
加
入
総
け
出
の
手
続
き
を

しJ

た
と
き
む
な
〈
会
絞
め
紬
問
機

保
体
慨
を
や
的
た
と
き
で
、
保
険

税
を
当
一
燃
そ
の
と
き
か
ら
約
め

る
こ
と
に
を
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
同

mmと
し

て
γ

礼
拝
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

約
め
て
い
た
だ
〈
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
@
会
絞
め
一
機
嫌
保
険

を
や
め
た
在
語
、
仙
同
市
町
H

円か

ら
絞
入
し
た
と
き
は
、
必
ず
十

州
側
提
以
内
に
附
問
問
問
蛾
階
段
探
検
的

関
判
け
山
闘
を
行
な
っ
て
〈
だ
事

接

穂

V
軸
腕
激
務
総
制
刊
州
側
十
六
年
嶋
一
一

純
円
か
ら
酬
明
総
務
十
七
年
‘
一
一
月

ま
で
に
松
山
哀
れ
だ
方
一

曹
湾
問
問
い
ず
れ
内
会
説
明
も
午

後
二
時
吋
か
ら
又
時
吋
ま
ぜ
で

必
a

，

783 

千
葉
県
饗
察
官
募
集

干
築
県
警
察
で
は
次
的
と
お

り
警
察
官
舎
世
帯
築
い
た
し
ま

す帯
採
用
予
定
人
民

男
子
被
察
官
三

H
一一一十名

綴
人
符
察
官
山
間
十
名

帯
試
験
問
第
一
次
十
月
八
日

第
二
次
十
四
月
九

H

V
試
験
機
新
潟
予
約
制
百
潟
国
有

他
織
内
六
ヵ
所
女
子
千
媛

県
融
問
療
学
校

帯
受
験
資
柚
柑
附
閉
山
刊
山
間
十
八
年

四
月

A

日
判
明
夜
で
十
八
縄
問
か

ら
二
十
七
段
ま
P
(
削
川
和
二

十
年
間
月
一
一
日
か
ら
納
品
刊
一
一

十
年
開
月
一
日
ま
て
に
然
ま

れ
た
脅
〉
的
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